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1. 令和３年度推進協事業報告について 

東京都地域公益活動推進協議会（以下、推進協）は、社会福祉法人経営者協議会のほか、福祉施設・事

業所の 12 の種別部会、そして、地域において公私の福祉に関わる団体が参画する区市町村社会福祉協議

会、東社協の代表者等により構成された運営組織において、事業を推進しています。事業計画・予算、事

業報告・決算、その他重要事項を協議する「運営委員会」のもとに、「幹事会」が設置されています。ま

た、推進協の３つの役割（広報・ＰＲ、区市町村 NW 支援、事業開発）に基づき、３つの「委員会」（情

報発信委員会、地域ネットワーク推進委員会、事業開発委員会）により、 具体的な事業・活動を検討し、

展開しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

東社協 東京都地域公益活動推進協議会 

№２

東社協 

【推進協の組織体制】 



 
 

以下、推進協令和３年度の事業報告の概要です。 

 
 

また、その中から、いくつかの取組みをピックアップしてご報告します。 

（１）地域公益活動状況把握調査の実施 

令和３年８月に当時の推進協会員施設を

対象に「地域公益活動の状況把握調査」

を実施しました。 

「コロナ禍で中止している活動がある」

とする割合は前回調査より下がり、食支

援などを中心に創意工夫しながら活動を

進めている状況がみられました。また、

区市町村の社会福祉法人ネットワークに

期待する役割として、地域課題を整理し

わかりやすく伝える役割」などが挙げら

れていました。 

詳細は下記ホームページよりご覧くださ

い 

https://www.tcsw.tvac.or.jp/koueki/information/ugoki/2021-1105-1914-42.html 
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（２）地域公益活動を考える オンライン実践発表会の開催 

オンライン実践発表会を 10 月と２月に開催しました。10月は食を通じた支援をテーマに社会福祉法

人・事業所から２か所、区市町村ネットワークから２か所、２月は社会福祉法人から３か所、発表いた

だきました。＊10 月の発表事例については、ホームページにも掲載しています。 

【第１回目】                  【第２回目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）広報・情報発信を考える研修会の開催 

社会福祉法人・事業所における広報・情報発信を

考える研修会を 12 月に開催しました。 

コロナ禍においても工夫しながら、情報発信を続

けている２か所の法人・事業所の実践事例を通じ

て、コロナ禍での情報発信について学ぶ機会とし

ました。 

 

（４）推進協 YouTube 動画の配信 

 

（５）区市町村ネットワーク代表者連絡会の開催 

・区市町村ネットワークの代表者や事務局（社協   

職員）が一同に会し、ネットワークの今後の方   

向性や組織・事業の課題等の共有を図るため、 

「区市町村ネットワーク代表者連絡会」を１月 

にオンラインにて開催しました。 

・３地区より事例報告をいただいたあと、グルー  

プディスカッションを行いました。 

 

【開催日時】10月 27日（水）15時～16時 30分 

【コーディネーター】小林良二氏(都立大学名誉教授） 

【発表内容】 

●社会福祉法人・事業所の取組み発表 

・子ども食堂・フードバンク等を通じた食の支援 

〔長淵福祉会〕 

・夢を応援・茜パン（地域の団体へパンを無償提供）

〔フロンティア〕 

●区市町村ネットワークによる取組み発表 

・食を通じた地域への支援（困窮者から大学生へ）

〔日野市内社会福祉法人ネットワーク〕 

・相談支援型フードパントリーの試行 

〔中野区内社会福祉法人等連絡会〕 

【開催日時】２月 25日～３月３１日（収録配信） 

＊新型コロナウイルス感染状況を鑑み、生配信は中止 

【コーディネーター】小林良二氏(都立大学名誉教授） 

【発表内容】 

●社会福祉法人・事業所の取組み発表 

・中学校と連携したお弁当販売の取組み 

〔賛育会〕 

・お弁当配布・福祉なんでも相談の取組み 

〔多摩養育園〕 

・大田区の母子生活支援施設の取組み～食支援から 

見守り支援へ～ 

〔大洋社〕 

【開催日時】12月 22日（水）15時～16時 30分 

【講師・コーディネーター】 

 村井 祐一氏(田園調布学園大学 学部長・教授） 

講義「コロナ禍での広報・情報発信の考え方」 

【事例発表】 

 ・社会福祉法人 芳洋会  

・社会福祉法人 聡香会 きたしば保育園   

【開催日時】1月 25日（火）14時～16時 

【コーディネーター】諏訪徹氏（日本大学文理学部教授） 

【開催内容】 

・推進協事業報告（調査結果報告・全加入） 

・各ネットワーク等からの事例報告 

 ・新宿区（食品配付会、オンラインサロンの実施） 

・世田谷区（地域連絡会、相談支援型フードパントリー） 

・港区（法人・社協等多様な連携による取組み） 

・グループディスカッション   



 
 

（６）令和３年度地域ネットワーク助成事業の実施 

各地域におけるネットワークの活動を支援するため、推進協では、平成２８年から区市町村ネットワー

クへの事務費・事業費の助成を実施しています。 

令和３年度地域ネットワーク助成事業の実施地区は、以下のとおりです。 

＊各ネットワークの取組みについては、推進協ホームページをご覧ください。 

地域の連携による取組み https://www.tcsw.tvac.or.jp/koueki/kushichoson/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、上記の令和３年度の助成事業の実施内容からは、下記のような特徴がみられました。  

・コロナ禍で顕在化した生活困窮への対応として、生活困窮世帯や子どもへの食支援に関する活動が多く

みられた。 

・フードパントリーから相談支援につなげる取組みや新たに相談窓口を設置する動きもみられた。 

・就労支援（就労体験）参加、支援の取組みもすすめられている。 

・ネットワーク組織を活かして、災害などの有事に備えて連携を強化する動きや、会員同士の交流により

職員の人材育成をはかる取組みもみられた。 

・幹事会・全体会等の会議を通じての情報共有のほか、アンケートによる課題把握や、研修会を通じての

課題共有等があった。 

・ネットワーク活動の周知にあたって、広報誌やホームページ・ＳＮＳでの周知のほか、ステッカー作成

や動画による発信もみられた。 

・ネットワークが主体となって事業を展開しているほか、社協・他団体事業に協力する形での取組みもみ

られた。 

 

（７）孤立を防ぎつながり続けていくために～ひきこもり支援から考える～研修会の開催 

・地域住民の孤立を防ぎ、つながり続けていくため  

に、ひきこもり支援から学びを得るとともに、社 

会福祉法人に期待される役割について学ぶ場とし 

て、12月にオンラインにて開催しました。 

 ・令和３年８月の「東京都ひきこもりに係る支援協 

議会 提言」を基に、同支援協議会委員により事 

例報告をいただきました。 

 

 

 

 

 

【開催日時】12月３日（金）10時～11時 30分 

【講師・コーディネーター】 

 中島 修氏(文京学院大学 教授） 

【事例報告】 

 （１）ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会 

    本部事務局長 上田 理香 氏 

 (２)八王子市高齢者あんしん相談センター子安 

    センター長 中村 真理 氏 

助成事業（事務費・事業費）実施地区  （事務費：上限 5 万円、事業費：上限 30 万円） 

【事務費】２５地区 

千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、大田区、世田谷区、中野区、荒川区、
板橋区、足立区、立川市、調布市、小平市、日野市、東村山市、国分寺市、狛江
市、東大和市、清瀬市、東久留米市、多摩市、稲城市、西東京市、瑞穂町 

【事業費】２１地区 
千代田区、港区、文京区、世田谷区、中野区、杉並区、北区、荒川区、板橋区、練
馬区、足立区、立川市、昭島市、調布市、日野市、東村山市、国分寺市、狛江市、
東大和市、西東京市、瑞穂町 

https://www.tcsw.tvac.or.jp/koueki/kushichoson/index.html


 
 

【問合せ先】 

東京都地域公益活動推進協議会 事務局 

社会福祉法人東京都社会福祉協議会 福祉部 経営支援担当 

TEL 03-3268-7192 FAX 03-3268-0635 

E-mail tky-koueki@tcsw.tvac.or.jp 

https://www.tcsw.tvac.or.jp/koueki/index.html 

（８）はたらくサポートとうきょう実践報告会の開催 

・推進協では、中間的就労推進事業「はたらくサポー   

トとうきょう」を推進しています。         

・中間的就労の受入れを長く続けている事業所や、コ  

ロナ禍にあっても受入れしている事業所２か所の取  

組みを共有するとともに、自立相談支援機関からも 

報告いただき、中間的就労についてともに学ぶ機会  

とするため、「はたらくサポートとうきょう実践報  

告会」を１月に開催しました。 

・パンフレット改訂版を12 月に発行しました。 

 

２．令和４年度からの推進協会費のご請求について 

令和４年度より、従来の東社協会費に、１事業所につき年間 6,000 円の会費が加算されます。 

今後ご請求の東社協会費に、推進協会費分を加算の上、ご請求させていただきます。 

 

３．令和４年度 各種ご案内 

（１）推進協では、現在、各委員会を中心に下記事業の検討をすすめています。実践発表会や研修会等の

詳細が決まりましたら、またご案内いたします。 

・情報発信委員会：推進協ブランディングの検討、実践発表会の企画等 

・地域ネットワーク推進委員会：地域ネットワーク助成金報告、代表者連絡会の企画 

・事業開発委員会：新たな事業開発のためのモデル事業の企画、テーマ別研修企画等 

 

（２）推進協では、下記３件につき現在募集中です。お申込みをお待ちしております。 

□令和４年度実践発表会発表法人募集 ８月１日（月）→８月５日（金）応募締切  

 ＊申込受付期間を延長し、８月５日（金）締切とします。 

 https://www.tcsw.tvac.or.jp/koueki/information/event/2022-0624-1802-42.html 

□令和４年度地域ネットワーク助成事業 ８月１２日（金）申込締切 

＊ネットワークを推進する区市町村社協を通じての申込となります。 

□令和４年度新たな事業開発のためのモデル事業実施法人募集 ９月１日（木）応募締切 

 ＊７月７日付で各法人にお送りしております募集要項をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

【開催日時】1月３1日（月）14時～16時 

【コーディネーター】 

 中島 修氏(文京学院大学 教授） 

【実践報告】 

 （１）自立相談支援機関 

    豊島区くらし・しごと相談 

支援センター 

 (２)受入事業所 

    三祉会、村山苑   

https://www.tcsw.tvac.or.jp/koueki/index.html
https://www.tcsw.tvac.or.jp/koueki/information/event/2022-0624-1802-42.html

